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「
小
高
に
帰
っ
て
き
た
け
れ
ど
、日
中

は
家
族
が
働
き
に
出
て
い
て
一
人
ぼ
っ

ち
で
さ
み
し
い
…
」
と
い
う
方
は
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
12
月
に
初
回
を

迎
え
た
「
さ
く
ら
サ
ロ
ン
」
も
、
そ
う

し
た
一
声
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

場
所
は
、小
高
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。和

室
や
大
部
屋
は
予
約
を
す
れ
ば
無
料
で

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福
島
県
立
医

科
大
学
の
先
生
や
保
健
師
さ
ん
も
入
り
、

ま
ち
う
ち
だ
け
で
な
く
、
集
落
部
か
ら

の
参
加
者
も
い
ま
す
。基
本
的
に
第
１
・

３
木
曜
日
の
開
催
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
参

加
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

平
成
28
年
11
月
12
日（
土
）
午
後
１
時
〜
午

後
３
時
、高
校
生
に
よ
る
小
高
復
興
の
た
め
の

市
長
提
案
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。Live Lines O

daka

（
通

称
：
Ｌ
Ｌ
Ｏ
）
に
所
属
す
る
市
内
高
校
生
11
名

か
ら
、
今
年
度
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
い
て
、
高
校
生

な
ら
で
は
の
小
高
の
復
興
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
く
三
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、班
ご
と
に
考
え
た
提
案
内
容
を
、こ

こ
で
は
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
班
は
、高
齢
者
世
帯
の
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
や
、駅
前
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
設
置
し

て
自
由
に
書
き
込
め
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

広
報
の
仕
掛
け
、部
活
動
を
地
域
の
人
と
一
緒

に
楽
し
む
場
づ
く
り
を
提
案
し
ま
し
た
。二
班

は
、
増
加
す
る
空
家
の
利
活
用
提
案
と
し
て
、

高
島
家
蔵
の
活
用
方
策
を
考
え
ま
し
た
。蔵
の

造
り
を
存
分
に
活
か
し
た
“
お
し
ゃ
れ
な
”
カ

フ
ェ
や
夜
間
利
用
の
仕
方
を
提
案
し
ま
し
た
。

三
班
は
、来
春
か
ら
始
ま
る
小
高
産
業
技
術
高

校
ま
で
の
通
学
路
を
に
ぎ
や
か
に
す
る
べ
く
、

学
ん
だ
技
術
を
使
っ
て
つ
く
る
光
る
ベ
ン
チ

や
空
地
の
活
用
、情
報
の
マ
ッ
プ
化
等
を
提
案

し
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、「
小
高
で
高
校
生

の
発
表
が
聞
け
て
一
歩
前
進
し
た
、
感
動
し

た
」、「
小
高
の
将
来
を
本
気
で
一
生
懸
命
考
え

て
い
る
高
校
生
に
感
謝
し
た
い
、後
輩
育
成
に

期
待
し
た
い
」と
い
っ
た
お
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。詳
し
い
提
案
内
容
は
小
高
復
興
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
取

組
ん
で
い
る
こ
と
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
私
た
ち
が
考
え
る
部
会
は
、『
つ
な

が
り
部
会
』『
ま
ち
な
か
部
会
』『
生
業

部
会
』『
災
害
リ
ス
ク
部
会
』
で
す
。

　

平
成
28
年
７
月
に
解
除
を
迎
え
た
ば

か
り
の
小
高
に
は
、
今
も
多
く
の
方
が

視
察
や
支
援
に
訪
れ
て
お
り
、
小
高
復

興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
も
ご
来
館
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。。
地
元
の
方
に
は
、

「
調
子
は
ど
う
だ
？
」
と
、リ
ピ
ー
ト
し

て
来
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
様
々
な

ご
縁
を
大
切
に
し
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば

実
現
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
例
え
ば
、
お
だ
か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー

む
さ
ん
や
市
教
育
委
員
会
と
共
に
「
小

福島県立医科大学の先生や保健師さんも関わっていて、これからが楽しみです。

高島家蔵の活用提案として、
屋上を活用した“おしゃれな”カフェと

夜間利用の提案です。

発表は二部構成で行われ、
第一部は今年度の活動報告、
第二部は班ごとの提案という流れで
進められました。

来年度から自分たちも通う高校までの通学路を
にぎやかにするための提案です。

お年寄りのサポートや
広報の仕掛けづくりの提案です。

小高復興デザインセンターの来館者層 小高復興デザインセンターで考える部会 高
大
蛇
伝
説
ま
ち
あ
る
き
」
を
実
施
し

た
り
、 

大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
各
部
会
に
専
門
家
の
方
を
お
呼
び

し
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
の

強
み
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
活
動
に

特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

十
人
十
色
な
来
館
者
、

協
働
の
カ
タ
チ

部
会
も

動
き
出
し
て
い
ま
す

つながり部会

日常生活の足
被災に関連する
分断を結び直す

まちなか部会

空き家・空き地
歴史的建造物活用

二地点居住

災害リスク部会

小高で
暮らすための

放射能リスク対応

生業部会

新たな
生業の創造

事業再開・継続

大学生・教員

38%

小・中学生

4%

その他

17%

支援団体

8%

市外避難者

1%

市内事業者

5%

地域住民

21%
市職員

6%

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
日
々

さ
く
ら
サ
ロン
、

始
ま
り
ま
し
た

高校生が市長へ
小高の復興に向けたアイディアを

公開プレゼンテーション

L i v e  L i n e s  O d a k a

調子はどうだ？

2班の
提案

3班の
提案

1班の
提案
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まちなか部会
小高の復興を支える主柱を目指して

まちなか部会では、
駅前通りを中心とした「まちなか」の復興に向けて、

まちなかで活動される住民の方、
行政区長の方々、行政の担当部署などが協働して、

話し合いを行っています。

第 1 回目のまち
な か 部 会 で は、

「空き地・空き家
の活用」と「歴
史的建造物の保
全・活用」につ
いて、班ごとに
分かれて議論を
しました。

（平成 28 年 11 月 25 日）

第 2 回では、「まちなかの課題と資源」と

「実践プロジェクト」について、センター

からの提案をたたき台として、全員で議

論しました。	 （平成 28 年 9 月 6 日）

活 動 報 告

身近な課題とその解決方法に
ついて議論しました

調査結果や提案を
たたき台として、意
見を出し合いました

センターから、先進事例の紹介を行いました

調査の報告と実
践プロジェクトの
提案を行いました 

第１回
まちなか部会の様子

第２回
まちなか部会の様子

駐車場

損傷箇所

新建築物

空き地

まちなか菜園プロジェクトまちなかの空き地を使って、みんなで使える菜園を作る

小
高
の
復
興
に
向
け
た
定
例
会

様
々
な
立
場
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

小
高
の
復
興
に
向
け
た

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ンセン
タ
ー
で
の

活
動
全
般
に
、

ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

田
林
副
市
長
の
挨
拶
に
続
き
、
セ
ン

タ
ー
の
掲
げ
る
復
興
像
や
「
高
校
生
に
よ

る
小
高
区
へ
の
提
案
事
業
」
の
説
明
、「
ま

ち
な
か
」「
生
業
」「
つ
な
が
り
」「
災
害
リ

ス
ク
」
の
各
部
会
の
活
動
方
針
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
「
各
部
会
の
活
動
を
一
つ
の
小
高
復
興
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
、そ
れ
を

実
現
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
」

「
自
助
、
共
助
、
公
助
、
さ
ら
に
は
互
助
と

い
っ
た
考
え
方
が
大
切
」「
実
際
に
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。失
敗
を
恐
れ
ず
に

や
っ
て
み
る
べ
き
」「
協
働
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
」な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
射
線
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報

提
供
や
ま
ち
な
か
に
魅
力
的
な
空
間
を
つ

く
っ
て
小
高
ら
し
い
風
景
に
し
て
い
く
こ

と
、第
一
次
産
業
の
後
継
者
を
増
や
そ
う
と

い
っ
た
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
平
成
28
年
10
月
27
日
、
午
前
10
時
か
ら
12
時
）

　

小
高
の
復
興
に
つ
い
て
の
骨
太
の
議

論
か
ら
、具
体
的
な
取
り
組
み
に
至
る
ま

で
多
様
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
、

そ
う
や
っ
て
も
解
決
で
き
な
い
と
こ
ろ

は
ど
こ
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
、ど

う
や
っ
た
ら
解
決
で
き
る
か
、そ
の
た
め

に
越
え
る
べ
き
課
題
は
何
か
。そ
の
全
体

像
を
提
案
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

小
高
の
方
々
も
も
っ
と
一
緒
に
な
っ
て

議
論
を
深
め
ら
れ
る
」と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

農
地
を
耕
作
放
棄
地
に
し
な
い
方
法

や
外
部
団
体
な
ど
も
含
む
担
い
手
の
確

保
、
放
射
線
リ
ス
ク
教
育
、
若
い
方
々
の

多
様
な
住
ま
い
方
を
支
え
る
住
宅
な
ど

が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
勉
強
会
を
継
続
的
に
開
催

す
べ
き
、
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。（

平
成
28
年
12
月
19
日
、
午
前
10
時
か
ら
12
時
）

　活動の蓄積は、小高の復興

に欠かせません。センターでは

一つひとつの活動を大事に考

えています。同時にそれらの蓄

積した先が適切な方向になって

いるのか、大所高所から冷静に

眺める必要もあります。

　そこで、定期的に、センター

での活動全般について報告し、

ご意見をいただく機会として定

例会を設けています。

　行政区長会、小高区地域協

議会、社会福祉協議会、小高

商工会、ふくしま未来の皆様に

お集まりいただき、日々の業務で

もお感じのことなど、非常に貴

重なご意見をいただいています。

　これまでに二回開催しました

ので、ご報告します。

第
１
回

第
２
回
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災害リスク
部会

活 動 報 告　

平
成
28
年
11
月
に
、「
小
高
で
暮
ら
す

た
め
の
コ
ラ
ボ
講
話
」
と
題
し
、
２
人
の

専
門
家
を
一
度
お
招
き
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
、
そ
の
あ
と
に
気
軽
に
質
問
や
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
約
90
人

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ラ

ボ
講
話
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
26
日
、
12
月
15
日
に
、 

そ
れ
ぞ
れ
、
第
１
回
・
第
２
回
の
つ
な
が

り
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
回
と
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域

の
生
活
サ
ポ
ー
ト
や
復
興
支
援
に
関
わ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
各
団
体
、地
域
住
民
の
皆

様
な
ど
に
加
え
て
、各
テ
ー
マ
に
関
す
る

専
門
家
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、活

発
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

第
１
回
目
は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
の

村
上
道
夫
准
教
授
と
東
京
大
学
の
森
口
祐

一
教
授
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

村
上
先
生
か
ら
は
、原
発
事
故
に
よ
っ

て
生
じ
た
様
々
な
リ
ス
ク
を
把
握
し
、対

処
し
て
い
く
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
放
射
線
被
曝
の
リ
ス
ク
だ
け
で
な

く
、例
え
ば
生
活
習
慣
病
で
あ
る
糖
尿
病

の
リ
ス
ク
が
原
発
事
故
後
に
増
加
し
て

い
ま
す
。み
ん
な
で
適
度
な
運
動
を
す
る

機
会
を
作
る
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
を
す
る
等
が
大
切
で
す
。

　

続
い
て
、
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
が
専
門

の
森
口
先
生
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
拡
散
や
除
染
に
つ
い
て
、
現
在

わ
か
っ
て
き
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

除
染
の
可
能
性
と
限
界
を
踏
ま
え
つ
つ
、

地
域
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
れ
に
応
じ
た

措
置
を
行
い
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
住
民
が

十
分
に
関
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
産
業
も
含

め
た
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
在
り
方
、
放
射

線
防
護
の
基
準
値
、
小
高
の
川
の
除
染
の

実
態
、
道
路
脇
に
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
片

付
け
、
専
門
家
の
意
見
の
ば
ら
つ
き
等
に

つ
い
て
、
質
問
、
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

（
平
成
28
年
11
月
８
日
）

　

第
２
回
目
は
、
東
京
大
学
の
児
玉
龍

　

第
１
回
つ
な
が
り
部
会
は
、災
害
公
営

住
宅
を
中
心
と
し
た
小
高
で
の
生
活
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
の
方

か
ら
、災
害
公
営
住
宅
の
住
民
間
の
つ
な

が
り
や
生
活
環
境
に
関
す
る
不
安
、帰
還

さ
れ
た
方
の
地
域
の
足
等
の
課
題
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、千
葉
大
学
の
鈴
木

規
道
先
生
か
ら
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
関
す
る
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
交
流
の
場
と
し
て

「
共
同
菜
園
」の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。提

案
に
対
し
て
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
、
雰

囲
気
づ
く
り
や
運
営
等
に
関
す
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

彦
教
授
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
救
援
・
中
部
理
事
の
河
田
昌
東
先
生

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

児
玉
先
生
は
、南
相
馬
市
除
染
推
進
委

員
会
の
委
員
長
で
も
あ
り
、こ
の
５
年
間

の
取
組
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
後
、今
後
は

放
射
性
廃
棄
物
か
ら
放
射
性
物
質
を
取

り
除
き
、リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
田
先
生
は
、平
成
23
年
年
４
月
か
ら

南
相
馬
市
に
通
わ
れ
て
い
ま
す
。南
相
馬

放
射
能
測
定
セ
ン
タ
ー
（
と
ど
け
鳥
）
を

主
と
し
た
市
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

活
動
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、小
高

の
空
間
線
量
と
作
物
の
汚
染
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。汚
染
さ
れ
や
す
い
作
物

と
さ
れ
に
く
い
作
物
が
あ
る
こ
と
、農
作

物
栽
培
時
の
注
意
点
、作
物
の
放
射
線
量

は
必
ず
し
も
単
調
に
減
少
し
続
け
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
等
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
測
定
が
必
要
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
小
高
で

農
業
を
営
む
上
で
の
課
題
、
焼
却
炉
や

廃
棄
物
運
搬
に
つ
い
て
の
不
安
、
住
民

の
声
が
届
く
仕
組
み
づ
く
り
等
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
平
成
28
年 

11
月
20
日
）

　

第
２
回
つ
な
が
り
部
会
は
、つ
ど
い
の

場
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

福
島
県
立
医
科
大
学
の
末
永
カ
ツ
子
先

生
か
ら
、サ
ロ
ン
の
意
義
や
小
高
で
現
在

開
催
さ
れ
て
い
る
事
例
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
の
方

や
震
災
後
に
行
政
区
で
サ
ロ
ン
を
立
ち

上
げ
た
住
民
の
方
か
ら
、サ
ロ
ン
の
現
状

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
な
ど
の
つ
ど
い
の
場
づ
く
り

に
向
け
て
は
、利
用
で
き
る
場
所
や
移
動

手
段
の
確
保
、
支
援
の
体
制
や
制
度
、
開

催
状
況
の
周
知
等
が
課
題
で
あ
る
こ
と

が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

 　

今
後
は
、こ
れ
ま
で
議
論
し
た
内
容
に

つ
い
て
、支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、地
域
の

足
の
確
保
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

も
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
１
回

「
原
発
被
災
と

生
活
の
リ
ス
ク
」

「
小
高
で
暮
ら
す
た
め
の

コ
ラ
ボ
講
話
」

第
１
回

第
２
回

第
２
回

「
小
高
で
の
暮
ら
し
」

つながり部会では、
震災と原発事故により失われた、

様々なつながりの再生、または新たな形で構築するため、
課題の解決に向けた実践的な活動の
サポートや仕組みを検討しています。

放射線による影響について、
私たちは適切に対応する必要があります。

避難指示解除を受けて、
これから小高で、

どのように暮らしていけば良いのでしょうか。

活 動 報 告

つながり部会
つながりの構築・再生に向けて

第 1 回 : グループで出た課題やアイディアを共有しました

小高のサロンの現状が共有されました

第 1 回のグループ議論では様々なアイデアが出されました
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小高復興デザインセンター

2016 年夏、設立しました。 住民・行政・外部をはじめ
として、 小高とつながりたいみんなが協働し、実践し
ていく場です。

〒979-2124　南相馬市小高区本町2-89 旧社協会館
TEL	：	 0244-44-5100
Web	：	 http://td.t.u-tokyo.ac.jp/odaka/
		  https://www.facebook.com/OdakaRC/

今後の予定

第１回　なりわい部会のお知らせ

2 月中旬に「農業・農地の再生」について
部会を開催します。小高で農業したい、農
地をなんとかしたい、小高の生業を考えたい
方、ぜひご参加ください！

小高の夜を彩る
イルミネーション

小高志を
リニューアルしました！
センターでの活動の

アイディア大募集中です!

まちなか菜園
プロジェクト

みんなで使える共同菜園を
つくろうとしています！

一緒に菜園づくりを考えてくださる
メンバーを募集しています！


